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民有林の現場（伊予市双海町上灘（柆野地区））

　

９
月
28
日
、
愛
媛
大
学
農
学
部
の

森
林
環
境
管
理
学
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
治
山
工
事
の
現

場
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
平

成
26
年
に
同
大
学
と
四
国
森
林
管
理

局
と
の
間
で
締
結
し
た
「
相
互
連
携

協
定
」
に
基
づ
き
、
近
年
の
地
震
・

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害
の
発

生
や
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
等
に
よ

り
山
地
災
害
発
生
リ
ス
ク
が
一
層
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
中
、
自
然

災
害
に
対
す
る
山
地
防
災
力
の
強
化

に
向
け
た
、
荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備

や
保
安
林
の
水
土
保
全
機
能
を
強
化

す
る
治
山
事
業
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
山
地
災
害
防

止
論
」
に
講
師
を
派
遣
し
て
お
り
、

今
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
林
業
関
係
者
を
始
め
、
各

方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
社
会
人
の

皆
さ
ん
10
名
、
大
学
か
ら
１
名
、
計

11
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
愛
媛
大
学

久
万
高
原
キ
ャ
ン
パ
ス
（
愛
媛
県
久

万
高
原
町
）
に
お
い
て
治
山
事
業
の

意
義
、
目
的
な
ど
の
説
明
の
後
、
平

成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
、

今
年
度
で
対
策
工
事
が
完
了
し
た
伊

予
市
上
三
谷
（
歯
朶
谷
山
国
有
林
）

の
現
場
や
木
製
治
山
ダ
ム
を
見
学
し

ま
し
た
。
現
場
で
は
治
山
ダ
ム
の
種

別
や
施
工
方
法
な
ど
を
説
明
し
、
参

加
者
か
ら
は
木
製
の
型
枠
や
木
製
治
山

ダ
ム
に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
は
何
年

持
つ
の
か
、
治
山
ダ
ム
の
上
流
部
を
土

砂
で
埋
戻
し
て
い
る
の
は
何
故
か
な
ど

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
愛
媛
県
に
協

力
い
た
だ
き
、
伊
予
市
双
海
町
上
灘

（
柆
野
地
区
）
民
有
林
の
現
場
を
案
内

し
ま
し
た
。
こ
の
現
場
で
は
、
平
成

30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
林
道
お
よ
び

斜
面
が
崩
壊
し
、
下
流
の
県
道
ま
で

土
砂
が
流
出
し
た
こ
と
か
ら
、
林
道

事
業
、
治
山
事
業
で
復
旧
を
行
っ
て

い
ま
す
。
林
道
を
復
旧
す
る
た
め
に

採
用
し
た
メ
タ
ル
ロ
ー
ド
工
法
や
崩

壊
し
た
斜
面
を
復
旧
す
る
た
め
の
法

枠
工
を
見
学
し
、
林
道
工
事
、
治
山

工
事
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
適
し

た
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
案
内
し
た
現
場
は
、
い
ず
れ

も
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
下
流

域
に
被
害
を
与
え
た
箇
所
で
あ
り
、

治
山
事
業
の
必
要
性
、
重
要
性
を
実

感
い
た
だ
け
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

近
年
、
短
時
間
強
雨
の
増
加
な
ど

に
よ
り
全
国
各
地
で
大
規
模
な
山
地

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
四
国
森

林
管
理
局
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
山
地
災

害
の
防
止
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

〈局治山課〉

し  

だ 

た
に

くいの

国有林の現場（伊予市上三谷（歯朶谷山国有林））
し  だ たに

く
い 

の

愛媛大学リカレントプログラム（山地災害防止論）で
治山事業を説明
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四
国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
単
層
林
を
伐
採
率
50
％
程
度
で
抜

き
切
り
し
、
下
木
を
植
栽
し
た
点
状
複
層

林
が
約
1
3
0
0
ha
存
在
し
ま
す
。
点
状

複
層
林
は
、
平
成
初
期
を
中
心
に
造
成
さ

れ
、
造
成
後
20
〜
30
年
が
経
過
し
た
現
在

で
は
、
下
層
木
の
光
環
境
の
改
善
の
た
め

に
上
層
木
の
間
伐
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
層
木
を
伐
倒
・

搬
出
し
た
際
の
下
層
木
へ
の
影
響
、
間
伐

後
の
下
層
木
の
成
長
具
合
等
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
上
層
木
の
間
伐
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
9
月
27
日
、
愛
媛
森
林
管

理
署
管
内
の
蔭
地
山
国
有
林
１
０
３
０
林

班
に
お
い
て
、
点
状
複
層
林
に
お
け
る
上
層

木
の
適
切
な
間
伐
方
法
を
検
証
す
る
こ
と
及

び
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
観
点
か
ら
今
後
の

施
業
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
局
職
員
、
各
森
林
管
理
署
、

香
川
森
林
管
理
事
務
所
、
愛
媛
県
東
予
地

方
局
及
び
南
予
地
方
局
か
ら
、
総
勢
47
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

点
状
複
層
林
の
今
後
の
施
業
方
法
に
係
る

現
地
検
討
会
の
開
催
に
つ
い
て

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
・
計
画
課
〉

　

蔭
地
山
国
有
林
1
0
3
0
林
班
で
は
、

令
和
４
年
度
に
列
状
間
伐
を
実
施
し
て
お

り
、
間
伐
後
に
お
け
る
下
層
木
の
損
傷
率
、

相
対
照
度
等
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
を
、
令
和
３
年
度
に
点
状
複
層
林
の

間
伐
を
実
施
し
た
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内

の
石
原
山
国
有
林
の
調
査
結
果
と
比
較
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
下
層
木
の
損
傷
率
を

下
げ
な
が
ら
上
層
木
を
伐
採
・
搬
出
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
方
法
次
第
で
損
傷
を

減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
」「
下
層
木
の
こ
れ

か
ら
の
成
長
を
考
え
た
時
に
、
木
材
利
用

が
で
き
る
よ
う
な
木
に
な
る
こ
と
は
期
待

し
づ
ら
い
の
で
は
な
い
か
」「
下
層
木
の
成

長
に
焦
点
を
あ
て
る
な
ら
、
列
状
間
伐
の

伐
開
幅
は
広
く
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
伐
開
後
の
下
層
木
の
成
長
を
観
察
し
て
い

く
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
広
葉
樹
の
侵
入
を

期
待
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

「
愛
媛
県
内
民
有
林
に
も
複
層
林
が
あ
り
、

国
有
林
野
に
お
け
る
育
成
複
層
林
施
業
を

参
考
と
し
た
い
。」
等
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
等
を
踏
ま
え
、
今

後
も
、
点
状
複
層
林
の
適
切
な
間
伐
方
法

や
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
検
討
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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平
成
30
年
３
月
に
四
国
森
林
管
理
局
、

徳
島
県
、
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構
と

の
間
で
締
結
し
た
、
人
材
育
成
に
関
す
る

連
携
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
毎
年
出

前
授
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
５

回
目
と
な
り
ま
す
。

　

９
月
４
日
、
７
日
の
２
日
間
、
と
く
し

ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
第
８
期
生
19
名（
う

ち
女
性
３
名
）
を
対
象
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
基

礎
知
識
及
び
操
作
実
習
、
林
業
現
場
で
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
徳
島
森
林
管
理
署
職
員
の

佐
藤
係
員
か
ら
ド
ロ
ー
ン
の
仕
組
み
や
操

作
方
法
、
ま
た
、
昨
年
６
月
に
改
正
さ
れ

た
航
空
法
に
基
づ
く
飛
行
ル
ー
ル
等
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
徳
島
市
小
松
海
岸
グ
ラ
ウ
ン

ド
」
に
移
動
し
、
３
班
に
分
か
れ
、
実
際

に
ド
ロ
ー
ン
操
作
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
班
に
署
の
職
員
１
名
が
そ
れ
ぞ
れ
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
付
き
、
離
着
陸
、
写
真
や

動
画
撮
影
時
の
留
意
点
を
指
導
し
ま
し
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
生
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
コ
ツ
を
掴
み
ド
ロ
ー
ン
か
ら
の
カ

メ
ラ
撮
影
を
行
う
な
ど
思
い
思
い
の
操
縦

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

生
徒
に
ド
ロ
ー
ン
操
作
実
習
を

行
い
ま
し
た

　〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

続
く
７
日
に
は
尾
山
署
長
か
ら
今
後
林

業
に
従
事
さ
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
生
へ
の
激

励
の
挨
拶
の
後
、
岩
原
係
員
か
ら
応
用
編

と
し
て
「
四
国
森
林
管
理
局
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

業
務
効
率
化
事
例
集
」
に
よ
り
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
た
森
林
資
源
調
査
や
請
負
事
業
検

査
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

自動飛行の設定説明中

自動飛行操作中

熱心に受講

ドローンから撮影

も
り

　

そ
の
後
、
オ
ル
ソ
画
像
作
成
の
た
め
自

動
飛
行
設
定
の
講
義
を
行
い
、ア
カ
デ
ミ
ー

生
自
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
午
後
に
行
う
現
地

飛
行
区
域
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
通
信
環
境
が
悪
い
箇
所
で
の
使
用
や
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
か
ら
の
位
置
情
報
が
取
得
し
ず
ら

い
場
所
か
ら
の
飛
行
方
法
、
機
体
が
ロ
ス

ト
し
た
場
合
な
ど
バ
ッ
テ
リ
ー
が
濡
れ
た

り
衝
撃
に
よ
り
発
火
す
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
山
林
で
使
用
す
る
場
合
の
注
意

点
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
「
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園

イ
ル
ロ
ー
ザ
の
森
」
へ
移
動
し
、
３
班
に

分
か
れ
、
各
自
が
設
定
し
た
自
動
飛
行
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
飛

行
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
生
は
簡
単
な
操
作
に
よ
り

収
集
さ
れ
る
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
体

感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年
、
当

署
に
新
規
採
用
さ
れ
た
薗
畠
係
員
か
ら
、

鹿
の
防
護
柵
の
点
検
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
る
、
実
際
に
飛
行
し
た
ル
ー
ト
を
記
録

し
、
再
度
同
じ
ル
ー
ト
飛
行
が
可
能
な

「
ウ
ェ
イ
ポ
イ
ン
ト
」
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
生
か
ら
は
、「
思
っ
た
よ
り

簡
単
に
操
作
が
で
き
、
身
近
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
体
感
で
き
た
。」「
今
後
、
各
事
業
体

に
就
業
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
ぜ
ひ
操
作

方
法
を
マ
ス
タ
ー
し
林
業
事
業
に
役
立
て

て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
な
お
、
当
日
生
徒
が
収
集
し
た
デ
ー

タ
は
、
署
で
オ
ル
ソ
画
像
に
解
析
し
、
後

日
ア
カ
デ
ミ
ー
の
G
I
S
等
研
修
で
使
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
講
義

は
、
６
月
に
行
っ
た
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
端
末
を
利

用
し
た
測
量
に
続
き
今
年
は
こ
れ
で
最
後

と
な
り
ま
す
が
、
当
署
で
は
、
関
係
機
関
・

団
体
等
が
連
携
を
図
り
取
り
組
む
人
材
育

成
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
積
極
的
に
先
端

技
術
の
講
義
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
学
生
を
対
象

に
、
国
有
林
で
の
実
習
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
林
業
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
将

来
に
お
け
る
職
種
の
一
つ
と
し
て
意
識
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
職
場
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
年
2
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
徳
島
森
林
管
理
署
及
び
安

芸
森
林
管
理
署
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

徳
島
森
林
管
理
署

　

今
年
度
、
大
学
等
の
学
生
を
対
象
に
森

林
管
理
局
・
署
の
行
政
実
務
に
接
し
て
、

職
業
意
識
の
育
成
と
国
有
林
野
事
業
等
へ

の
理
解
を
深
め
る
目
的
で
職
場
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム（
夏
季
）を
募
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
阪
公
立
大
学
よ
り
３
回
生
の
大
学
生
１

名
の
応
募
が
あ
り
、
９
月
６
日
、
７
日
の

２
日
間
に
渡
っ
て
当
署
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
人
は
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
希
望
す

る
業
務
分
野
と
し
て
治
山
事
業
の
現
地
見

学
や
、
動
植
物
や
植
物
群
落
の
保
護
な
ど

に
興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
の
で
治
山
事

業
と
保
護
林
に
絞
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
荒
井
次
長
に
よ
る
開
講
式
で

は
、「
２
日
間
の
短
い
期
間
で
す
が
当
署
の

業
務
や
現
場
を
体
験
し
て
頂
き
就
職
先
の

ひ
と
つ
の
候
補
と
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。」
と
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
尾
山
署
長
に
よ
る
管
内
概
要
の

説
明
、
川
渕
総
括
森
林
整
備
官
か
ら
業
務

グ
ル
ー
プ
の
各
業
務
別
の
説
明
、
小
松
総

括
治
山
技
術
官
か
ら
治
山
業
務
の
説
明
及

び
午
後
よ
り
見
学
予
定
の
阿
津
江
地
区
で

の
災
害
発
生
状
況
か
ら
復
旧
ま
で
の
概
要

を
岩
原
治
山
グ
ル
ー
プ
係
員
か
ら
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
各
業
務
に
つ
い
て

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
は
積
極
的
に
質

問
も
あ
り
、
興
味
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。尾山署長による管内概要説明

阿津江での崩壊規模の大きさに
驚いていました。

職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
学
生
が
国
有
林
体
験

　

午
後
か
ら
は
令
和
３
年
度
末
に
概
成
し

た
阿
津
江
地
区
直
轄
地
す
べ
り
防
止
事
業

地
の
見
学
に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
対

岸
の
国
道
1
9
3
号
よ
り
工
事
箇
所
の
全

貌
を
見
な
が
ら
、
細
か
い
工
種
の
説
明
や
、

質
問
に
対
す
る
回
答
を
行
い
、
そ
の
後
、

斜
面
上
部
の
地
す
べ
り
防
止
工
の
ア
ン

カ
ー
や
集
水
井
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

先
に
座
学
に
て
聞
い
て
い
た
概
要
と
現
地

状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
、「
大
変
す
ご
い
工

事
だ
っ
た
の
で
す
ね
」
と
、
崩
壊
規
模
の

大
き
さ
や
総
事
業
費
に
も
驚
い
た
様
子
で

し
た
。

　

２
日
目
は
、
三
好
市
東
祖
谷
で
現
在
実

施
し
て
い
る
、
名
頃
谷
山
（
47
）
復
旧
治

山
工
事
現
場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
宮

脇
主
任
治
山
技
術
官
よ
り
、
こ
こ
は
剣
山

へ
上
が
る
リ
フ
ト
乗
り
場
脇
の
現
場
で
あ

り
、
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め

景
観
に
も
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
行
っ
て

い
る
な
ど
の
概
要
説
明
後
、
現
場
を
見
学

し
て
い
る
時
に
、「
リ
フ
ト
を
使
用
す
る
お

客
さ
ん
か
ら
も
よ
く
見
え
る
場
所
な
の
で
、

早
く
元
の
き
れ
い
な
自
然
に
戻
れ
ば
、
リ

フ
ト
を
使
う
お
客
さ
ん
も
喜
び
ま
す
ね
」

と
治
山
工
事
に
深
い
感
銘
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

治
山
工
事
現
場
の
見
学
を
終
え
た
あ

と
、
剣
山
生
物
群
集
保
護
林
内
を
通
っ
て

い
る
剣
山
リ
フ
ト
に
搭
乗
し
、
そ
こ
か
ら

周
り
の
保
護
林
の
林
相
の
様
子
を
確
認

し
、
そ
の
後
は
あ
い
に
く
の
濃
霧
と
な
り

ま
し
た
が
、
剣
山
山
頂
ま
で
登
山
し
ま
し

た
。
途
中
で
は
大
磯
森
林
技
術
指
導
官
よ

り
、
こ
こ
は
祖
谷
川
の
源
流
部
に
あ
る
高

標
高
地
域
に
位
置
す
る
剣
山
生
物
群
集
保

護
林
で
、
い
ろ
ん
な
樹
種
が
分
布
し
て
い

る
こ
と
や
近
年
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害

で
林
床
に
あ
っ
た
植
物
が
壊
滅
状
態
で
あ

る
た
め
、
保
護
林
内
の
高
木
が
倒
れ
て
も

下
層
植
生
が
更
新
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
登
山
道
沿
い
で
は
、
樹
木
ガ
ー
ド
（
ラ

ス
巻
き
）
で
実
際
に
保
護
し
て
い
る
状
況

を
目
の
当
た
り
に
し
、「
保
護
林
は
素
晴

ら
し
い
け
れ
ど
、
自
然
を
維
持
し
て
い
く

の
は
人
の
手
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
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登山口駐車場で宮脇主任治山技術官より工事の説明

シカ食害について大磯指導官からの説明

1日目：災害復旧工事についての説明

2日目：採材現地検討会に参加

の
で
大
変
で
す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
２
日
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、

自
然
に
興
味
を
も
っ
た
若
い
方
が
、
林
野

庁
の
業
務
へ
関
心
を
示
し
て
頂
い
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
今
後
の
入
庁
に

も
期
待
し
て
、「
自
然
を
相
手
に
仕
事
を
す

る
の
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
！
是
非

林
野
庁
も
就
職
先
の
候
補
に
し
て
く
だ
さ

い
ね
！
」
と
、
熱
く
声
を
か
け
、
無
事
終

了
し
た
職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
夏
季
）

で
し
た
。

　

安
芸
森
林
管
理
署

　

今
年
度
は
、
宮
崎
大
学
の
学
生
1
名
か

ら
安
芸
森
林
管
理
署
で
の
職
場
体
験
の
希

望
が
あ
り
、
9
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の

1
週
間
受
け
入
れ
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
ま
ず
署
長
か
ら
本
日
か
ら
1

週
間
国
有
林
の
現
場
を
体
験
し
今
後
に
活

か
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
続
い
て
総
括

事
務
管
理
官
か
ら
当
署
の
業
務
概
要
や
職

員
体
制
と
今
年
度
に
お
け
る
重
点
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
魚

梁
瀬
地
区
の
西
又
東
又
林
道
災
害
復
旧
工

事
実
施
箇
所
の
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
に
国
有
林
に
お
け
る
林
道
事
業
の
目

的
と
、
計
画
・
区
分
等
に
つ
い
て
作
成
し

た
資
料
に
基
づ
き
説
明
し
、
現
地
で
施
工

し
て
い
る
復
旧
工
法
や
そ
の
ほ
か
の
施
工

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
日
現
地
を
見
学
予
定
と
し
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
つ
い
て
施
工
方
法
や
、

技
術
者
の
負
担
軽
減
・
労
働
者
の
省
力
化

な
ど
と
い
っ
た
施
工
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。
実
習
生
は
初

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
少
し
緊
張
し
て

い
る
様
子
で
し
た
が
、
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
生
産
・
販
売
業
務
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、保
育
間
伐
「
活

用
型
」
の
現
場
で
実
施
す
る
採
材
方
法
の

現
地
検
討
会
に
同
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

国
有
林
に
お
け
る
森
林
整
備
と
林
産
物
の

収
穫
及
び
販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
は
特
別
会
計
で
直
営
に
よ
る
事
業
を
実

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
請
負
で
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
伐
り
、重
機
等
で
集
造
材
し
、

ト
ラ
ッ
ク
で
市
場
等
へ
搬
出
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
１
本
の
木
を
少
し
で
も

高
く
販
売
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
採

材
し
て
丸
太
に
す
れ
ば
い
い
の
か
を
、
現

場
の
作
業
者
・
市
場
関
係
者
と
管
理
署
職

員
が
考
え
方
を
す
り
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
後
に
は
、
事
業
体
で
実
際
に
作

業
し
て
い
る
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
ー
に
他

の
職
員
と
共
に
搭
乗
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
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3 日目：ＩＣＴ施工の様子を見学

4日目：鉢巻落としで
ヤナセスギを見上げる

5日目：若手職員と
立木販売跡地の現地を確認

若手職員の経験を聴きました

　

3
日
目
は
、
治
山
事
業
に
関
す
る
現
地

実
習
と
し
て
、
安
芸
署
管
内
の
民
有
林
直

轄
治
山
事
業
地
と
国
有
林
内
の
現
場
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
平

成
23
年
7
月
台
風
6
号
に
よ
り
発
生
し
た

災
害
を
契
機
と
し
て
始
ま
っ
た
「
奈
半
利

川
地
区　

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」
の
概

要
説
明
を
「
平
鍋
地
区
」
で
行
い
、
同
時

に
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
上
空
か
ら
同
地
区
の

全
景
及
び
復
旧
状
況
を
見
ま
し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は
「
あ
と
何
年
ほ
ど
事
業

が
続
く
予
定
か
？
」、「
谷
止
工
以
外
に
も

計
画
さ
れ
て
い
る
工
種
は
あ
る
か
？
」
な

ど
の
質
問
が
あ
り
、
現
地
を
担
当
す
る
職

員
が
丁
寧
に
回
答
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
国
有
林
内
の
現
場
と
し
て
、
矢

筈
谷
山
と
段
ノ
谷
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

矢
筈
谷
山
の
現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
施
工
箇
所
で

あ
り
、
工
事
概
要
の
説
明
と
共
に
実
際
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
を

見
ま
し
た
。
段
ノ
谷
山
の
現
場
で
は
、ケ
ー

ブ
ル
ク
レ
ー
ン
で
の
資
材
運
搬
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
す
る
た
め
の
型
枠
組
立
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

矢
筈
谷
山
で
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
？
」、
ま
た

段
ノ
谷
山
で
は
、「
現
場
立
会
の
頻
度
は
ど

の
く
ら
い
か
、
受
注
者
と
の
打
ち
合
わ
せ

内
容
は
？
」
な
ど
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
日
本
三
大
崩
壊
地
の
一
つ
と
さ
れ

る
「
加
奈
木
の
崩
」（
室
戸
市
佐
喜
浜
町
）

を
案
内
し
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
行

わ
れ
た
41
年
間
の
治
山
事
業
に
よ
り
復
旧

し
た
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
当
時
の
工
法
の
変
遷
や
高
度
な

積
土
技
術
に
よ
っ
て
施
工
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
日
目
は
、
安
芸
署
を
希
望
さ
れ
た
動

機
の
一
つ
に
あ
っ
た
千
本
山
で
、
魚
梁
瀬

ス
ギ
を
代
表
と
す
る
貴
重
な
森
林
を
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
当
日
の
天
候
は
曇
り
で

時
々
小
雨
が
ま
じ
る
中
で
し
た
が
、
魚
梁

瀬
・
西
川
森
林
事
務
所
地
域
統
括
森
林
官

が
名
前
の
つ
い
て
い
る
魚
梁
瀬
ス
ギ
の
由

来
や
周
り
に
あ
る
様
々
な
樹
木
を
説
明
し
、

楽
し
い
登
山
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
宮
崎
大
学
の
先
輩
で
あ

る
造
林
担
当
の
森
林
整
備
官
と
今
年
採
用

の
職
員
で
造
林
現
地
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
野
友
・
北
川
森
林
事
務
所

管
内
の
立
木
販
売
跡
地
及
び
造
林
事
業
実

施
箇
所
へ
行
き
、
造
林
事
業
の
流
れ
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
署
に
戻
っ
て
事
前
に
職

員
が
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
て
い
た
写
真
を

使
い
、
オ
ル
ソ
画
像
作
成
の
手
順
と

G
I
S
に
適
用
す
る
方
法
な
ど
を
実
践
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
近
年
採
用
に
な
っ
た
若
手
職

員
と
就
職
ま
で
に
苦
労
し
た
こ
と
や
、行
っ

た
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
雑
談
形
式

で
話
を
し
て
、
今
後
の
就
職
活
動
か
ら
就

職
後
の
こ
と
な
ど
気
に
な
る
こ
と
を
聴
い

て
い
ま
し
た
。
将
来
は
森
林
に
関
す
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
と
て
も
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会

を
活
用
し
な
が
ら
、
国
有
林
野
事
業
へ
の

理
解
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

継
続
し
て
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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１０
月
７
日
、
８
日
の
２
日
間
、
高
松
市

内
の
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
に
て
、
ウ
ッ
デ
ィ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
香
川
森
林

管
理
事
務
所
職
員
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
ウ
ッ
デ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

香
川
所
の
ブ
ー
ス
で
は
、
屋
島
・
森
林

整
備
等
ド
ロ
ー
ン
空
撮
の
動
画
視
聴
、
パ
ネ

ル
・
ド
ロ
ー
ン
の
展
示
、
職
場
紹
介
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
木
工
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

木
工
品
に
つ
い
て
は
、
四
万
十
川
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
協
力
を
得
て

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

木
工
品
の
「
木
ぃ
ホ
ル
ダ
ー
」
は
子
ど

も
達
に
と
て
も
喜
ば
れ
、
楽
し
そ
う
に
色

塗
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

 　

コ
ー
ス
タ
ー
や
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
特
に

大
人
の
方
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場

紹
介
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
多
く
の
方
に
受

け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
中
に

は
初
め
て
国
有
林
の
こ
と
を
知
っ
た
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
動

画
や
、
展
示
パ
ネ
ル
に
関
心
を
持
た
れ
る

方
も
多
く
、
鹿
に
よ
る
食
害
状
況
や
森
林

の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
に
関
心
を
持
た
れ
る
方

も
多
く
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
方
法
を
教
え

た
り
、
災
害
時
の
写
真
撮
影
な
ど
使
用
す

る
場
面
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
主
催
者
の
方
が
各
ブ
ー
ス

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
て
お
り
、
１
日

目
は
志
賀
所
長
が
マ
イ
ク
を
持
っ
て
、
香

川
所
の
ブ
ー
ス
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

丸
太
切
り
大
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

２
日
目
の
女
性
の
部
に
香
川
所
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
丸
太
を
素
早
く
鋸
で
切
断

す
る
に
は
、
姿
勢
や
力
の
使
い
方
が
重
要

で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
惜

し
く
も
決
勝
へ
の
出
場
は
逃
し
ま
し
た
が
、

丸
太
切
り
大
会
を
通
し
て
、
ほ
か
の
参
加

者
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
建
築
体
験
や
、
木
工
教
室
な

ど
、
親
子
連
れ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

様
々
開
催
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ
も
大
盛
況

の
様
子
で
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

一
般
の
方
に
森
林
の
現
状
や
木
材
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
の
難
し

さ
や
、
同
時
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
と
き
の
喜
び
も
感
じ
ま
し
た
。
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３
日
目
は
、
引
き
続
き
資
源
活
用
課
に

よ
る
収
穫
調
査
の
現
地
実
習
が
あ
り
、
標

準
地
調
査
と
、
地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
を
用

い
た
収
穫
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
標
準
地

調
査
で
は
、
役
割
分
担
を
し
て
効
率
よ
く

調
査
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
地
上
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
を
用
い
た
実
習

で
は
、
実
際
に
機
器
を
用
い
て
調
査
を
し

な
が
ら
、
利
点
と
欠
点
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
日
目
も
、
資
源
活
用
課
に
よ
る
架
線

集
材
の
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に
架

線
の
設
計
や
伐
区
を
設
定
す
る
上
で
の
留

意
事
項
を
学
習
し
、
続
い
て
小
型
の
架
線

　

９
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
、
四
国

森
林
管
理
局
に
て
一
般
業
務
研
修
：
基
礎

Ｃ「
森
林
の
収
穫
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
森
林
の
計
画
や
収
穫
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
目

的
で
し
た
。

　

初
日
は
、
総
務
企
画
部
長
に
よ
る
講
話

や
計
画
課
に
よ
る
講
義
が
あ
り
、
収
穫
後

の
木
材
の
販
売
先
な
ど
に
も
意
識
を
向
け

て
広
い
視
野
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
や
、

森
林
計
画
策
定
の
過
程
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
資
源
活
用
課
に
よ
る
収
穫

調
査
の
現
地
実
習
が
あ
り
、
標
準
地
設
定

の
手
順
や
、
標
準
地
を
設
定
す
る
た
め
の

現
地
踏
査
の
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。
コ

ン
パ
ス
の
使
用
方
法
や
、
設
定
の
際
の
役

割
分
担
、
踏
査
を
す
る
上
で
の
留
意
事
項

な
ど
、
沢
山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

楠
瀬　

博
也

安
芸
森
林
管
理
署

基
礎
C
：
森
林
の
収
穫

「
業
務
研
修
を

　　　　　　　　　
受
講
し
て
」

を
四
国
局
の
敷
地
内
で
実
際
に
設
置
し
、

集
材
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
架
線
集
材
の

現
場
を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、

仕
組
み
や
専
門
用
語
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
架
線
集
材
の
現
場
に
行
く
際

の
予
習
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
収
穫
復
命
書
作
成
に
つ
い

て
の
演
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
３
日
目
に

調
査
し
た
野
帳
の
と
り
ま
と
め
か
ら
復
命

書
作
成
ま
で
の
一
連
の
流
れ
と
、
復
命
書

作
成
の
根
拠
と
な
る
規
程
等
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
等
を
通
し
て
同
期
と
の

交
流
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

く
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
計
画
か
ら
収
穫
の
こ

と
や
架
線
集
材
の
こ
と
ま
で
幅
広
く
学
習

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
研
修

で
学
習
し
た
業
務
に
携
わ
る
際
に
は
、
教

え
て
頂
い
た
こ
と
を
基
に
、
業
務
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
研
修
に
関
わ
っ
て
頂
い
た

担
当
課
職
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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単木保護の
周囲にいたシカ

スギ苗木食べる
ノウサギ

罠の設置（笠松式）
（安芸署）

「L字型防護柵」

　

昨
年
の
４
月
か
ら
森
林
整
備
課
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
鷹
野
で
す
。

　

森
林
整
備
課
に
は
４
年
前
に
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
短
い

間
に
も
、
新
た
に
取
り
組
む
課
題
等
、

様
々
な
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
課
内

職
員
は
も
と
よ
り
、
署
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
日
々
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

森
林
整
備
課
の
主
な
事
業
で
あ
る
造

林
事
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
は
従
来

と
違
い
、
シ
カ
等
に
対
す
る
防
護
を

踏
ま
え
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
っ
て
お
り
、
円
滑
に
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
変
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
再
造
林
を
適
切
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
シ
カ
等
に
対
し
、
防
護
対
策

を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
現
在
は
、「
防
護
柵
」「
単
木
保
護
」

「
個
体
群
管
理
」
等
を
実
施
し
な
が
ら
、

森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
防
護
柵
内
へ
の
侵
入
等
に
よ

り
苗
木
の
食
害
や
立
木
の
剥
皮
被
害
等

が
後
を
絶
た
ず
、
完
全
な
防
護
を
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
苦
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
各
種
対
策
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
対
策
の
見

直
し
や
組
み
合
わ
せ
を
適
切
に
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
と
現
状
を
踏
ま
え
、
要
点
と
し
て
次

の
点
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

【
防
護
柵
】

　

防
護
柵
に
つ
い
て
は
、
防
護
柵
内
の

侵
入
の
ほ
と
ん
ど
の
原
因
が
、
下
か
ら

の
潜
り
込
み
や
倒
木
等
よ
る
損
傷
個
所

か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、①
潜
り
込
み
防

止
に
効
果
の
あ
る
「
Ｌ
字
型
」
の
防
護

柵
を
使
用
す
る
。②
獣
道
（
横
断
的
に
）

が
あ
る
場
合
は
、
防
護
柵
で
塞
が
な
い

（
獣
道
の
上
下
で
分
割
）。③
被
害
の
拡
大

の
防
止
の
た
め
、
安
価
な
防
護
ネ
ッ
ト

（
ス
テ
ン
レ
ス
が
な
い
、
目
合
い
が
大
き

い
も
の
）
で
防
護
柵
内
を
区
分
け
す
る
。

④
防
護
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
巡
視
等
）

が
し
易
い
歩
道
の
配
置
（
作
設
）。⑤
補

修
用
資
材
を
損
傷
し
や
す
い
箇
所
に
あ

ら
か
じ
め
置
い
て
お
く
（
設
置
時
に
）。

【
単
木
保
護
】

　

単
木
保
護
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
設

置
し
た
単
木
保
護
資
材
は
、
撤
去
を
す

る
こ
と
を
念
頭
に
設
置
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、①
撤
去
が
容
易

な
資
材
を
選
択
す
る
。②
巡
視
を
行
う

（
倒
木
、
損
傷
等
確
認
）。③
ノ
ウ
サ
ギ

被
害
地
は
安
価
な
単
木
保
護
資
材
を
採

用
す
る
。④
防
護
柵
と
の
コ
ス
ト
比
較

の
実
施
。

【
個
体
群
管
理
】

　

捕
獲
効
率
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
植

地
等
の
周
辺
を
重
点
的
に
実
施
す
る
な

ど
、
効
果
的
な
罠
の
設
置
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、①
罠

の
設
置
は
新
植
地
周
辺
に
設
置
す
る

（
防
護
柵
の
周
囲
、
新
植
地
内
の
歩
道

等
）。②
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
施
区
域

は
、
新
植
地
等
を
重
点
に
実
施
す
る
。

③
罠
を
組
み
合
わ
せ
て
設
置
す
る
（
箱

罠
・
く
く
り
罠
等
）。

　

等
、
各
種
対
策
を
適
切
に
講
じ
る
こ

と
で
、
防
護
効
果
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
加

し
て
い
る
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
被
害
を
防

止
す
る
た
め
に
は
、
市
販
で
売
ら
れ
て

い
る
安
価
な
ネ
ッ
ト
（
１
ｍ×

５
０
ｍ 

数
千
円
程
度
）
を
防
護
柵
内
に
設
置
す

る
こ
と
で
一
定
防
護
が
図
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
様
な
対
策
に
つ

い
て
は
、
森
林
総
合
研
究
所
や
各
研
究

機
関
等
の
論
文
・
パ
ン
フ
等
で
多
く
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
こ
の
様
な
対
策
を
講
じ
る

に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
、
コ
ス
ト
意
識

を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
防
護
と
捕
獲
を
う
ま
く
組
合
わ
せ

て
少
な
い
コ
ス
ト
で
い
か
に
効
果
的
に

円
滑
に
森
林
整
備
が
で
き
る
か
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
職
員

一
人
一
人
が
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
森
林
整
備
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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